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① 

乗
り
降
り
に
注
意

　
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
降
り
る
際
は
、
機
体

側
を
向
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
物
を
抱
え

た
ま
ま
の
状
態
や
靴
に
泥
が
付
い
た
ま
ま

の
状
態
で
は
滑
っ
て
転
落
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

② 

転
倒
・
転
落
を
防
ぐ

　
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
事
故
で
最
も
多

い
の
が
転
倒
・
転
落
に
よ
る
も
の
で
す
。

・�

畦
道
を
運
転
す
る
際
は
畦
際
を
確
認

し
、カ
ー
ブ
は
ス
ピ
ー
ド
を
出
さ
な
い
。

・�

圃
場
で
の
作
業
以
外
は
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ

ル
を
連
結
す
る
。

・
圃
場
に
対
し
直
角
に
進
入
す
る
。

な
ど
基
本
の
操
作
を
、
改
め
て
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

③ 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
装
着
す
る

　
運
転
中
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
装
着
す
る

こ
と
で
、
機
体
が
転
倒
・
転
落
し
た
際
に

身
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
突
時
に

ト
ラ
ク
タ
ー
の
外
に
放
り
出
さ
れ
る
事
例

も
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

　
田
植
え
に
向
け
て
春
作
業
が
本
格
化
し
、

ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
ま

す
。
農
林
水
産
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
令
和

２
年
は
農
作
業
中
に
２
７
０
人
が
死
亡
し
、

中
で
も
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
操
作
中
の
事
故

が
３
分
の
１
を
占
め
ま
し
た
。
油
断
せ
ず
安

全
操
作
を
心
掛
け
、
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

安
全
確
認
で
事
故
を
防
げ
！

令和２年の死亡事故発生状況
〈農林水産省の資料をもとに作成〉

事
故
防
止
の
安
全
策
３
選

歩行型トラクター
9.6％

乗用型
トラクター
30.0％

乗用運搬車
5.6％

その他　23.7％

機械・施設以外の
作業に係る事故 76人

農業用施設作業
に係る事故 8人

農業機械作業に
係る事故 186人

トラクター
操作
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① 

灯
火
器
類
の
確
認

　
農
作
業
機
を
装
着
し
た
状
態
で
、

灯
火
器
類
が
確
認
で
き
る
こ
と
が
条

件
で
す
。
見
え
な
い
・
付
い
て
い
な

い
場
合
は
、
別
途
設
置
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
（
ト
ラ
ク
タ
ー
が
長
さ

４
・
７
㍍
以
下
、
幅
１
・
７
㍍
以

下
、
高
さ
２
・
０
㍍
以
下
、
最
高
速

度
15
㌔
以
下
の
場
合
は
取
り
付
け
義

務
が
あ
り
ま
せ
ん
）

　
灯
火
器
類
が
見
え
る
場
合
で
も
取

付
位
置
が
作
業
機
の
端
か
ら
40
㌢
を

超
え
る
場
合
は
、
両
端
に
反
射
器
を

設
置
し
ま
す
。

② 

幅
の
確
認

　
１
・
７
㍍
を
超
え
る
場
合
、
農

作
業
機
の
両
端
に
反
射
器
、
ト
ラ

ク
タ
ー
の
左
側
に
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー

を
設
置
し
ま
す
。

　

※
２
・
５
㍍
を
超
え
る
場
合

は
、
特
殊
車
両
通
行
許
可
を
得
る

必
要
が
あ
り
、
幅
の
表
示
板
の
設

置
な
ど
、
さ
ら
に
条
件
が
増
え
ま

す
。

③ 

免
許
の
確
認

　
農
作
業
機
を
装
着
し
た
状
態
で

幅
が
１
・
７
㍍
以
下
の
場
合
は
、

小
型
特
殊
免
許
・
普
通
免
許
で
の

運
転
が
可
能
で
す
。

　
１
・
７
㍍
を
超
え
る
場
合
は
大

型
特
殊
免
許
が
必
要
で
す
。

　
操
作
に
気
を
配
っ
て
い
て

も
、
不
慮
の
事
故
は
発
生
し

ま
す
。
農
機
具
共
済
に
加
入

し
、
安
心
し
て
作
業
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　
詳
細
は
お
近
く
の
支
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　農機具共済にご加入の農機具を
買い替えたときは、速やかにお近
くの支所へご連絡ください。
　通知なく事故が発生した場合は
共済金をお支払いできないことが
あります。

　共済金請求の際は、機体の損害
箇所や損害部品等の写真が必要に
なります。修理後や部品等を廃棄
した後では損害を認定できず、共
済金をお支払いできません。
　事故発生後は、お近くの支所ま
で速やかにご連絡ください。

　
令
和
元
年
度
か
ら
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に

農
作
業
機
を
装
着
し
た
状
態
で
の
公
道

走
行
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
道
路

交
通
法
に
よ
り
決
ま
り
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も

必
ず
守
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

公
道
走
行
は
決
ま
り
を
守
っ
て

農機具共済に
加入している方へ

買い替えたらご連絡を 事故報告は速やかに

▽端から40センチを超えた場合 ▽必要な灯火器類

バックランプヘッドランプ両端に反射器（前は白、うしろは赤）

40センチを超える

ポジション
ランプ

ウインカー

前 うしろ

リフレクター

テールランプ
ブレーキ
ランプ

保安上の制限を受けて
いる車両であることを
示す標識を後ろ側に表
示する必要があります
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①大雨の影響で土壌に滞水した圃場　②冠水に
より泥が付着　③６～７月の降雨で生育不良と
なり着莢数が減少　④紫斑粒が混入した大豆

①①

②②

③③

④④

対
象
と
な
る
事
故
は
？

　
自
然
災
害
に
加
え
、
病
虫
害
、
鳥

獣
害
な
ど
に
よ
る
収
量
の
減
少

補
償
期
間
は
？

　
発
芽
期
（
移
植
す
る
場
合
は
移
植

期
）
か
ら
収
穫
期
ま
で

補
償
内
容
は
？

昨
年
の
被
害
は
？

　
７
月
の
断
続
的
な
降
雨
で
土
壌
湿

潤
害
が
発
生
し
、
生
育
不
良
と
な
っ

た
ほ
か
、
７
月
下
旬
か
ら
の
高
温
・

少
雨
に
よ
る
干
害
や
10
月
か
ら
11
月

に
降
雨
が
続
い
て
雨
害
湿
潤
害
が
発

生
し
、
汚
損
粒
に
よ
り
減
収
し
ま
し

た
。

　
被
害
申
告
を
受
け
、
実
測
調
査
を

行
っ
た
圃
場
か
ら
抽
出
し
た
70
点
の

試
料
に
つ
い
て
、
日
本
穀
物
検
定
協

会
に
よ
る
品
質
検
査
を
行
っ
た
結

果
、
特
定
加
工
用
大
豆
と
規
格
外
が

６
割
近
く
を
占
め
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
産
の
大
豆
共
済
の
加
入
申
込
期
限
は
５
月
25
日
で

す
。
期
限
内
に
申
込
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
筆
方
式
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
他
方
式
へ
の
移
行
を

お
願
い
し
ま
す
。
未
加
入
の
方
は
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
備
え

て
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

大豆共済
加入申し込みは５月25日まで

加入方式 補償内容

全 相 殺 方 式
農家ごとに収穫量（増収分も加味）
が基準収穫量の９・８・７割（選択
制）を下回った場合に共済金を支払
います。

半 相 殺 方 式
農家ごとに収穫量が基準収穫量の
８・７・６割（選択制）を下回った
場合に共済金を支払います。

地 域 イ ン デ ッ
ク ス 方 式

農家ごとに被害があり、市町村の統
計単収が基準統計単収の９・８・７
割（選択制）を下回った場合に共済
金を支払います。

補償の高い全相殺方式がオススメ！

令和３年産の品質調査結果
（実測調査圃場）

３等
32.9％特定加工用大豆

38.6％

規格外
18.6％

2等
10.0％

※1等はなし
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①豪雪によりブドウ棚が倒壊した園地　②春先
の降霜により、つる元から広がるサビが多いリ
ンゴ　③6月の降ひょうで傷ついたリンゴ　④
春先の降霜により、着果不足が目立ったナシ

①①

②②

③③

④④

対
象
と
な
る
事
故
は
？

　
冬
期
間
も
含
め
た
自
然
災
害
に
加

え
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害
な
ど
に
よ
る

収
量
の
減
少

補
償
期
間
は
？

　
花
芽
の
形
成
期
（
本
年
７
月
）
か

ら
収
穫
期
（
翌
年
）
ま
で

補
償
内
容
は
？

昨
年
の
被
害
は
？

　
一
昨
年
末
か
ら
の
豪
雪
で
、
県
南

部
を
中
心
に
枝
折
れ
が
相
次
ぎ
、
着

果
不
足
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
リ
ン
ゴ
や
ナ
シ
は
４
月
の
低
温
に

よ
る
降
霜
被
害
、
オ
ウ
ト
ウ
は
開
花

期
の
低
温
に
加
え
強
風
の
日
が
多
く

訪
花
昆
虫
の
活
動
が
鈍
っ
た
た
め
、

結
実
不
良
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
リ
ン
ゴ
や
ブ
ド
ウ
は
４
月

か
ら
６
月
に
複
数
回
の
降
ひ
ょ
う
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
産
の
果
樹
共
済
減
収
総
合
一
般
方
式
・
地
域
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
方
式
の
加
入
申
込
期
限
は
６
月
15
日
で
す
。
期
限
内
に

申
込
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
両
方
式
は
大
雪
に
よ
る
減
収
も
補
償
で
き
ま
す
。
統
計
単
収
か

ら
補
償
額
等
を
決
め
る
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
は
、
安
い
掛
金

で
加
入
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

果樹共済
加入申し込みは６月15日まで

加入方式 補償内容

減 収 総 合
一 般 方 式

農家ごとに収穫量が基準収穫量
の７・６・５割（選択制）を下
回った場合に共済金を支払いま
す。

地域インデッ
ク ス 方 式

農家ごとに被害があり、県等の
統計単収が基準となる単収の
９・８・７割（選択制）を下
回った場合に共済金を支払いま
す。

※�発芽期から補償期間となる「減収総合短縮方
式」は、加入申込期間が来年となります。

冬期間も補償！
  減収総合一般方式・地域インデックス方式

雪害 3％ その他 3％

凍霜害
72％

ひょう害
22％

令和３年産果樹共済の被害状況

5



令
和
４
年
度

職
員
配
置

本
　
所

参
事	

木
村　
雄
司

副
参
事	

藤
原　
勉

 

総
務
部 

部
長	

柏
木　
宏
道

総
務
課

課
長	

三
浦　
悟
志

主
査	

佐
々
木
和
浩

主
査	

樋
口　
惇

主
事	

近
間
華
奈
子

嘱
託	

渡
部　
博
幸

嘱
託	

齊
藤　
宏

臨
時	

石
井　
華
奈

経
理
課

課
長	

加
藤　
健
吾

主
幹	

金
沢　
吉
起

係
長	

小
林　
克
成

主
任	

沢
谷　
衣
純

企
画
情
報
課

課
長	

佐
藤　
一
芳

副
主
幹	

八
木
香
奈
子

主
査	

青
柳　
嘉
克

主
任	

佐
々
木
香
里

主
任	

木
村　
知
里

専
門
指
導
員	

佐
藤　
隆

  

農
産
園
芸
部

部
長	

鈴
木　
重
明

次
長	

石
田　
稔
明

農
産
課

課
長
（
兼
）	

石
田　
稔
明

主
査	

門
間　
翔
紀

主
事	

田
口　
翔
太

専
門
指
導
員	

小
林　
寿

嘱
託	

菅
原
美
代
子

果
樹
園
芸
課

課
長	
佐
藤　
範
和

主
幹	
金
子　
誠

副
主
幹	

丸
谷　
信
夫

嘱
託	

田
口　
穂
高

 

収
入
保
険
部

部
長	

福
岡　
修

収
入
保
険
課

課
長	

藤
原　
聡

主
幹	

嵯
峨　
寿

副
主
幹	

佐
藤　
清
博

 

家
畜
建
物
部

部
長	

武
藤　
昭
則

次
長	

伊
藤　
栄
耕

家
畜
課

課
長
（
兼
）	

伊
藤　
栄
耕

副
主
幹	

國
松　
建

主
査	

佐
藤　
祐
介

嘱
託	

松
本
美
香
子

臨
時	

畑
中
こ
ず
え

建
物
農
機
具
課

課
長	

加
藤　
陽
一

審
査
役	

武
藤
百
合
子

主
幹	

渡
辺　
拓
弥

主
幹	

菅
原　
隆
寛

主
事	

藤
田　
凱

嘱
託	

坂
本　
祥
子

 

家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長	

太
田　
和
広

 

内
部
監
査
室

室
長	

櫻
庭　
友
巳

主
査
（
兼
）	

樋
口　
惇

専
門
指
導
員	

高
橋　
通
祐

専
門
指
導
員	

近
藤　
正
輝

嘱
託
（
兼
）	

齊
藤　
宏

（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
へ
出
向
）

業
務
第
１
課
長	

加
藤　
豊
和

北
鹿
支
所

支
所
長	

太
田　
昭
博

次
長	

佐
藤　
一
吉

総
務
課

課
長
（
兼
）	

佐
藤　
一
吉

主
査	

成
田　
浩
生

農
産
課

課
長	
近
藤　
征
裕

主
幹	

五
十
嵐
さ
お
り

主
幹	

渡
部　
鋭
幸

専
門
指
導
員	

大
森　
悟

収
入
保
険
課

課
長	

中
嶋　
義
晴

係
長	

安
保　
敏
浩

専
門
指
導
員	

齊
藤　
武
良

家
畜
果
樹
園
芸
課

課
長	

虻
川　
秀
樹

主
幹	

薮
田　
雅
俊

係
長	

髙
田　
斉

係
長	

初
澤　
友
香

専
門
指
導
員	

橋
本　
斉

建
物
農
機
具
課

課
長
（
兼
）	

中
嶋　
義
晴

係
長	

戸
舘　
雅
美

主
事	

安
部　
尚
季

嘱
託	

九
嶋　
良
一

北
秋
田
山
本
支
所

支
所
長	

田
中　
寿

次
長	

杉
山　
一
博

総
務
課

課
長
（
兼
）	

杉
山　
一
博

副
主
幹	

齊
藤
麻
里
子

主
査	

長
門　
歩

嘱
託	

本
城
谷　
茜

農
産
課

課
長	

三
浦　
雅
善

主
査	

田
村　
慶
太

係
長	

舘
岡　
優
那

主
事	

永
井　
丈
斗

専
門
指
導
員	

佐
藤　
之
彦

収
入
保
険
課

課
長	

柳
沢　
宏
俊

副
主
幹	

八
木　
健
太

専
門
指
導
員	

小
林　
文
行

家
畜
果
樹
園
芸
課

課
長	

萩
野　
正
樹

審
査
役	

佐
藤　
泰
人

主
査	

佐
藤　
彩

主
任	

飯
塚　
貴
大

建
物
農
機
具
課

課
長	

伊
藤　
功

係
長	

鈴
木　
健
聖

主
任	

山
谷　
淳
子

専
門
指
導
員	

近
藤　
直
人

中
央
支
所

支
所
長	

池
内　
広
紀

次
長	

畠
山　
勝
美

次
長	

田
村　
和
憲

総
務
課

課
長	

千
田　
悟

主
幹	

長
坂　
当

副
主
幹	

佐
藤　
宏
樹

主
任	

東
海
林
美
菜
子

農
産
課

課
長	

鈴
木　
智
里

主
幹	

渡
辺　
研
美

副
主
幹	

大
堤　
渉

主
査	

成
田　
紘
美

主
査	

澤
口　
孝
弘

収
入
保
険
課

課
長
（
兼
）	

田
村　
和
憲

主
幹	

堀
井　
純

主
幹	

金
野　
正
人

係
長	

金
平　
晃
輔

専
門
指
導
員　
　
　
湊　
供
日
児

家
畜
果
樹
園
芸
課

課
長
（
兼
）	

畠
山　
勝
美

主
幹	

三
浦　
保
仁

主
幹	

嵯
峨　
英
人

参　事
木村　雄司

6



主
任	

千
葉　
彰
広

主
事	

藤
澤　
太
希

専
門
指
導
員	

鈴
木　
成
人

建
物
農
機
具
課

課
長	

金　
康
也

審
査
役	

近
江　
太

主
幹	

戸
澤　
秀
幸

主
事	

小
松　
尚
樹

主
事	

伊
藤
奈
菜
子

主
事	

瀬
田
川
真
也

横
手
市
支
所

支
所
長	

高
橋　
隆
男

次
長	

石
田
坂　
努

総
務
課

課
長	

堀
江　
博
明

主
任	

石
山
奈
津
美

農
産
課

課
長	

松
井　
和
信

主
幹	

丹　
立
子

主
幹	

髙
橋　
剛

主
事	

菅
原　
一
哉

主
事	

佐
藤　
克
樹

嘱
託	

泉
川　
国
子

収
入
保
険
課

課
長	
淀
川　
博
之

副
主
幹	

小
棚
木　
徳

主
査	

佐
藤　
鈴
子

主
任	

伊
藤　
綾
美

専
門
指
導
員	

上
田　
晴
也

家
畜
果
樹
園
芸
課

課
長	

藤
田　
信
明

副
主
幹	

佐
藤　
大
樹

主
幹	

渡
部　
智
和

副
主
幹	

伊
藤　
将
俊

主
任	

猿
田　
和
恵

建
物
農
機
具
課

課
長	
佐
藤　
紀
章

主
幹	
鈴
木　
貴
幸

副
主
幹	

門
間
亜
希
子

係
長	

児
玉　
貴
史

主
任	

齊
藤
な
つ
み

主
事	

玉
尾　
奏
汰

由
利
支
所

支
所
長	

佐
々
木　
透

総
務
課

課
長	

井
島　
淳

副
主
幹	

村
上　
隆
好

主
査	

熊
谷　
裕
美

農
産
課

課
長	

伊
藤　
雄
飛

主
幹	

熊
井　
公
成

主
幹	

伊
藤　
玲

係
長	

堀
田　
翼

主
事	

佐
藤　
尽
望

専
門
指
導
員	

菊
池　
和
幸

収
入
保
険
課

課
長	

佐
々
木　
豊

主
幹	

加
藤　
幸

家
畜
果
樹
園
芸
課

課
長	

齋
藤　
宏
樹

主
幹	

尾
形　
靖
之

副
主
幹	

高
野　
裕

副
主
幹	

齋
藤　
巧

建
物
農
機
具
課

主
任	

高
村　
星
哉

主
事	

石
川　
竜
司

専
門
指
導
員	

麻
生　
昭
一

嘱
託	

佐
藤　
礼
子

建
物
農
機
具
課

課
長	

千
田　
美
久

主
査	

高
橋　
宏
希

係
長	

飯
野　
訓
昌

主
任	

加
藤　
慧
悟

嘱
託	

安
藤　
郁
子

雄
勝
支
所

支
所
長	

小
野
寺
茂
良

次
長	

藤
原　
嘉
幸

総
務
課

課
長	

奥
山　
昌
輝

専
門
指
導
員	

岩
井　
丈
夫

嘱
託	

石
田　
聡
子

農
産
課

課
長
（
兼
）	

藤
原　
嘉
幸

審
査
役	

伊
藤　
進

主
事	

高
橋　
紀
貴

専
門
指
導
員	

高
橋　
晃

収
入
保
険
課

課
長	

渡
部　
進
也

嘱
託	

臼
井　
肇

臨
時	

新
山　
慶
子

家
畜
果
樹
園
芸
課

課
長	

赤
川　
正
和

主
査	

藤
原　
俊
彦

主
任	

麻
生
慎
之
介

主
任	

藤
原
身
佳
子

専
門
指
導
員	

佐
藤　
隆
志

課
長	

半
田　
純
一

主
幹	

佐
藤　
正
人

係
長	

鈴
木
愛
希
恵

仙
北
支
所

支
所
長	

進
藤　
勉

次
長	

富
樫　
佳
典

次
長	

山
藤　
准

総
務
課

課
長	

佐
藤　
典
子

主
幹	

佐
藤　
和
恵

係
長	

佐
々
木
弘
信

臨
時	

守
澤　
有
香

農
産
課

課
長	
飯
塚　
秀
樹

主
幹	
髙
階　
充

主
幹	

富
樫　
和
章

主
任	

伊
藤　
聡
美

主
事	

草
彅　
大
喜

主
事	

熊
田　
結
人

専
門
指
導
員	

今
野　
幹
雄

収
入
保
険
課

課
長	

照
井　
智
重

審
査
役	

藤
川　
和
之

主
幹	

高
橋　
聡

主
査	

田
口　
浩

主
任	

六
郷　
秀
太

専
門
指
導
員	

石
山　
一
行

家
畜
果
樹
園
芸
課

課
長	

加
藤　
薫

審
査
役	

高
橋　
輝
一

主
幹	

冨
岡　
喜
龍

副
主
幹	

大
島　
正
嗣

建
物
農
機
具
課

課
長	

鈴
木　
誠
喜

審
査
役	

加
藤　
利
博

主
事	

藤
原　
和
聖

専
門
指
導
員	

麻
生　
清
実

嘱
託	

伊
藤
千
恵
子

県
北
家
畜
診
療
所

所
長	

鈴
木　
要
一

副
所
長	

笠
松　
一
夫

主
査	

品
田　
文
枝

技
師	

伊
藤　
岳
文

技
師	

青
木　
祐
歌

嘱
託	

佐
藤
百
合
子

中
央
部
家
畜
診
療
所

所
長	

今
野　
誠

主
任	

加
藤　
英
恵

技
師	

椿　
馨

技
師	

富
樫　
哲
也

嘱
託	

佐
藤
美
紀
子

県
南
家
畜
診
療
所

所
長
（
兼
）	

太
田　
和
広

係
長	

真
田
慶
之
助

技
師	

伊
藤　
理
子

嘱
託	

冨
山　
絢
子

家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー

技
師	

茂
木
真
紀
子

■
関
連
15
頁
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NOSAI秋田で一緒に働きませんか

NOSAIの仕事って？
職員に

聞きました

職員採用試験のお知らせ

　保険の加入推進や被害発生時の現場確認、契約書類
の管理などを行っています。デスクワーク中心の仕事
だと思っていましたが、実際は外勤もあり、１日の約
３割を外で過ごしています。
　担当地区では稲がイノシシに食い荒らされる被害が
急増していますが、共済金を受け取り、「これで農業
を続けられます」と安堵する農家さんを見ると、この
仕事をしていて良かったと実感します。
　先輩はとても優しく、フレンドリーな職場です。待
遇面も万全でワーク・ライフ・バランスのとれた生活
を送ることができますよ。

採用年月日 令和５年４月１日
採用予定人数 ２名程度
業務内容 農業保険法に基づく業務（事務・現地調査・損害評価・保険の推進など）
勤務地 本所・各支所（秋田市・鹿角市・能代市・由利本荘市・大仙市・横手市・湯沢市）

勤務体系
初任給の目安は右のとおり。職務経験がある場合は、経験
年数を勘案して初任給を決定します。通勤手当、期末勤勉
手当、扶養手当、住居手当等はそれぞれの要件により支給
します。

大 学 卒：181,928円
大学院卒：195,319円

受験資格
①平成４年４月２日から平成13年４月１日までに生まれ、大学卒業以上の学歴
（令和５年３月卒業見込みを含む）を有する者
②普通自動車免許取得者。AT限定可

申込方法 申込書類を郵送または持参。様式はホームページまたは本所・各支所で受取可

募集期間 令和４年５月31日（火）まで（郵送の場合は消印有効）

試験日時 第１次　令和４年６月17日（金）　適性試験・作文
第２次　令和４年７月上旬　面接試験

試験会場 秋田県農業共済会館（秋田市中通三丁目４番50号）

雄勝支所　農産課
　　主事　高橋　紀貴（令和２年度採用）

採用試験の詳細は組合ホームページをご覧ください。
　※他の職員の仕事内容も詳しく掲載しています。
採用に関する問い合わせは、本所　総務部総務課まで　（☎ 018－884－5222）

とある１日のスケジュール
8：30 出勤～課内ミーティング
9：00 大豆圃場で病害虫や生育状況の調査
12：00 昼休憩
13：00 農家さんを訪問して保険内容の説明
15：00 事務所で資料整理
17：15 退勤

88



3月28日に鹿角市で伝達授与を行いました（左から
兎澤理事、齋藤組合長、関市長、木次谷筆頭副組合
長理事）

収入保険加入者に対する
　　　助成を行っています

鹿角市、横手市、
湯沢市、大潟村

青色申告研修会を開催します

　地域農業の維持安定を目的として、収入保険の加入拡大を
支援するため保険料等の負担助成を行う行政が増えていま
す。令和３年から付加保険料の一部補助をしている横手市に
続いて、新たに鹿角市、湯沢市、大潟村が令和４年度加入者
に対して助成を行うこととしています。
　行政によって交付対象や助成内容が異なりますので、詳細
はお近くの支所までお問い合わせください。
　なお、加入促進へ寄与することに感謝の意を表し、各市村
には全国農業共済組合連合会より感謝状が贈られています。

▶いずれか一方の参加も可能です。
▶�開催場所はNOSAI各支所。テレビ会議システムによるリモート
受講となります。（受講料は無料です）
▶申込期限　６月10日（金）
　�お近くの支所（電話番号は15頁参照）または本所収入保険課（018－
884－5254）までご連絡ください。

▶日　時　７月７日（木）午前10時〜正午
▶講　師　税理士ほか
▶内　容　�青色申告のメリット、白色申告か

らの切り替え手続き、記帳方法、
青色申告書類作成の流れ等

▶対象者　�令和５年１月から青色申告を始め
ようとしている方

▶日　時　第１回：7月14日（木）
　　　　　第２回：7月21日（木）
　　　　　第３回：7月28日（木）
　　　　　　※時間は各回とも午前10時～正午
　　　　　　※内容は各回とも同じです
▶講　師　農業簿記ソフト会社担当者ほか
▶内　容　�農業簿記ソフトを活用した青色申告書

類作成の流れ等
▶対象者　�令和５年１月から青色申告を始めよう

としている方で、ノートパソコン等を
当日持参いただける方（準備できない
場合は要相談）

　ＮＯＳＡＩでは、令和５年１月から新たに「青色申告」を始めたいと考えている農業者
を対象に研修会を開催します。この機会に参加して青色申告を始めましょう。

第１弾 青色申告研修会 第２弾 農業簿記ソフトを活用した
青色申告研修会
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通
常
の
ネ
ギ
よ
り
柔
ら
か
く
、
甘
み

が
あ
る
の
が
特
徴
の
伝
統
野
菜
「
亀
之

助
ね
ぎ
」
。
大
仙
市
四
ツ
屋
に
あ
る
石

橋
家
の
３
代
目
か
ら
受
け
継
が
れ
、
屋

号
「
亀
之
助
」
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
現
在
は
５
代
目
の
暎
祥
さ
ん

（
82
）
、
息
子
の
庸
宏
さ
ん
（
59
）
が

家
族
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
石
橋
家
で
は
、
亀
之
助
ね
ぎ
を
３
月

に
播
種
し
、
３
回
の
シ
ー
ズ
ン
に
分
け

て
収
穫
し
ま
す
。
１
回
目
が
播
種
し
た

年
の
秋
で
、
見
た
目
は
通
常
の
ネ
ギ
よ

り
細
く
て
短
い
状
態
で
す
。
残
り
の
ネ

ギ
は
雪
の
下
で
冬
を
越
し
、
春
に
２
回

目
の
収
穫
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
３

回
目
は
、
そ
の
数
カ
月
後
の
夏
。
成
長

し
て
大
き
く
硬
く
な
っ
た
状
態
で
す
。

　
暎
祥
さ
ん
は
、
「
亀
之
助
ね
ぎ
は
甘

み
が
強
く
、
雪
の
下
で
冬
を
越
し
た
後

は
さ
ら
に
甘
み
が
増
し
て
お
い
し
く
な

る
。
鍋
や
み
そ
汁
に
入
れ
て
食
べ
る
の

伝伝統統ををつなぐつなぐ

亀之助ねぎ
Vol.11

甘みと柔らかさが特徴
雪の下で冬を越すネギ
大仙市  石橋  暎

てる
祥
よし

 さん

庸
よう

宏
こう

 さん

４月下旬に収穫する亀之助ねぎ（「あきた郷土作物研究会」提供）

「春に収穫する分が一番おい
しい」と暎祥さん
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本来の春の収穫は雪が解けて時間がたった４月中旬ころから始まり
ますが、雪が残る３月下旬の取材日に雪の下から掘り起こしてくれ
ました。
①雪を寄せて　②土を掘り起こし　③亀之助ねぎを抜きます
④雪解け後すぐの亀之助ねぎは葉が少なく、黄色がかっています
⑤�緑色の葉が増えてきたころに収穫します（「あきた郷土作物研究
会」提供・４月下旬撮影）
⑥収穫した亀之助ねぎを持つ庸宏さん（右）と次男の陽平さん（30）

が
好
き
。
味
噌
に
付
け
て
そ
の
ま
ま
食

べ
る
の
も
お
い
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
受
け
継
い
だ
当
時
は
、
ネ
ギ
の
中

で
は
亀
之
助
ね
ぎ
が
主
力
で
20
㌃
ほ
ど

の
作
付
け
だ
っ
た
が
、
主
力
が
他
の
ネ

ギ
に
変
わ
っ
た
」
と
暎
祥
さ
ん
。
傷
み

や
す
い
た
め
流
通
に
向
か
な
い
こ
と
や

一
般
的
な
ネ
ギ
の
需
要
が
増
え
て
い
る

こ
と
が
規
模
縮
小
に
つ
な
が
っ
た
と
い

い
ま
す
。
現
在
は
、
亀
之
助
ね
ぎ
５
㌃

と
「
夏
扇
パ
ワ
ー
」
な
ど
の
一
般
的
な

ネ
ギ
30
㌃
の
他
、
野
菜
10
品
目
以
上
を

１
㌶
ほ
ど
で
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　
亀
之
助
ね
ぎ
は
市
内
の
わ
ず
か
な
農

家
が
自
家
用
に
少
し
ず
つ
手
掛
け
て
い

る
状
態
で
、
「
栽
培
で
き
る
と
こ
ろ
は

限
ら
れ
て
い
て
、
特
に
土
壌
が
栽
培
条

件
に
関
係
し
て
い
る
よ
う
だ
。
粘
着
力

が
少
な
い
砂
質
系
の
土
壌
が
亀
之
助
ね

ぎ
に
合
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。

　
亀
之
助
ね
ぎ
は
、
「
よ
ね
や
・
と
ま

き
店
」
な
ど
の
ス
ー
パ
ー
や
直
売
所
に

出
荷
す
る
他
、
秋
に
収
穫
す
る
分
を
仙

北
市
田
沢
湖
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｏ
Ｒ
Ａ

Ｅ
」
に
届
け
ま
す
。

　
石
橋
家
で
は
、
亀
之
助
ね
ぎ
だ
け
で

な
く
、
伝
統
野
菜
「
石
橋
ご
ぼ
う
」
も

手
掛
け
て
い
ま
す
。
今
後
は
庸
宏
さ
ん

の
息
子
２
人
が
後
を
継
ぎ
、
伝
統
野
菜

の
栽
培
を
長
く
続
け
て
い
く
予
定
で

す
。

■
16
頁
に
関
連
記
事

　当店では、数年前から石橋さ
んの亀之助ねぎを販売していま
す。それまで私は亀之助ねぎを
見たことがなく、珍しいネギだ
と感じました。
　石橋さんの野菜は、よねやに
とって無くてはならない存在で
す。指名して買いに来るお客さ
まも多く、すぐに売り切れてし
まいます。

よねや・とまき店
店長　大木　祐介 さん

つながる
輪

③③⑤⑤

⑥⑥

④④

②②

①①
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男
鹿
市
五
里
合
琴
川
の
カ
フ
ェ
「
珈

音
焙
煎
所
」
で
は
、
店
主
の
佐
藤
毅た
け
しさ

ん
（
47
）
が
、
自
慢
の
コ
ー
ヒ
ー
や
男

鹿
産
の
小
麦
か
ら
作
っ
た
食
パ
ン
な
ど

を
提
供
し
、
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ー
ヒ
ー
豆
は
、
本
場
ブ
ラ
ジ
ル
や

コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ら
輸
入
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
さ
ん
は
、
「
焙
煎
機
で
ガ
ス
や
空

気
の
量
を
調
節
し
て
絶
妙
な
火
加
減
に

す
る
こ
と
で
、
ま
ろ
や
か
な
香
り
の

コ
ー
ヒ
ー
豆
が
出
来
る
。
気
温
の
変
化

や
熱
の
伝
わ
り
方
で
味
が
変
わ
る
の

で
、
毎
回
調
整
が
必
要
」
と
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、
男
鹿
産
の
小
麦
を
全
粒
粉
に

し
て
焼
き
上
げ
た
食
パ
ン
も
好
評
で

す
。
毎
週
木
曜
日
に
焼
き
、
金
曜
日
に

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や
店
頭
で
販

売
。
す
ぐ
に
売
り
切
れ
る
ほ
ど
の
人
気

ぶ
り
で
す
。

　
数
年
前
か
ら
水
稲
と
小
麦
、
黒
大
豆

を
作
付
け
し
、
今
後
、
食
パ
ン
や
黒
豆

茶
に
利
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
「
自
家
栽
培
を
始
め
、
山
か
ら

の
綺
麗
な
水
や
土
の
大
切
さ
に
気
付
い

た
。
荒
れ
た
山
林
な
ど
を
手
入
れ
し

て
、
山
を
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
い
き
た

い
。
薪
で
パ
ン
を
焼
く
こ
と
が
理
想
」

と
話
し
ま
す
。

「人も機械も大切に扱うことが農業を長く続ける
秘訣」と佐藤代表

店頭やネット
ショップでは、
コーヒー豆など
も販売していま
す

珈
か の ん

音焙煎所

自家焙煎コーヒーと
男鹿産小麦のパンが好評

男鹿市

17年前にカフェを始めた佐藤さん。
周りには田園風景が広がります。

　

大
館
市
川
口
の
佐
藤
フ
ァ
ー
ム
で

は
、
佐
藤
謙
一
代
表
（
71
）
を
中
心

に
、
水
稲
73
㌶
と
エ
ダ
マ
メ
35
㌶
、
雪

の
下
キ
ャ
ベ
ツ
１
・
５
㌶
を
栽
培
。
従

業
員
に
対
す
る
慰
労
や
機
械
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
小
ま
め
に
行
い
、
効
率
的
な

農
業
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
同
フ
ァ
ー
ム
は
、
佐
藤
代
表
と
妻
、

息
子
夫
婦
が
専
従
す
る
ほ
か
、
繁
忙
期

に
従
業
員
35
人
ほ
ど
を
雇
用
し
ま
す
。

従
業
員
へ
の
気
遣
い
を
心
掛
け
る
佐
藤

代
表
は
、
息
抜
き
と
し
て
新
年
会
や
忘

年
会
な
ど
の
年
間
行
事
を
欠
か
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
休
暇
取
得
に
融
通
を
利
か

せ
る
な
ど
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る

こ
と
で
、
作
業
効
率
や
機
械
技
術
の
向

上
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
年
間
で
約
10
人

雇
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
常
に
同
じ
機

械
で
作
業
し
ま

す
。
「
使
用
す

る
機
械
を
固
定

す
る
こ
と
で
機

械
に
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
癖
が
付

く
し
、
責
任
を

も
っ
て
大
切
に

使
っ
て
も
ら
え

る
と
考
え
た
」

と
佐
藤
代
表
。

ま
た
、
機
械
の

寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
点
検
・
整
備
を

徹
底
し
て
い
ま
す
。

　
「
圃
場
を
貸
し
て
く
れ
る
人
や
従
業

員
、
機
械
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
自
分

た
ち
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
人
の
た

め
地
域
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

た
い
」
と
話
し
ま
す
。

大館市

佐藤ファーム
人と機械を大切に

佐藤謙一代表と従業員で息子の靖伸さん（43）

詳
し
く
は
15
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

▶住所＝男鹿市五里合琴川前田109
▶TEL＝０１８５・３４・２４７０
▶営業時間　午前11時～午後４時
▶営 業 日　木・金・土曜日
▶オンラインショップURL＝https://kanon-coffee.com/
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食
肉
加
工
品
を
数
多
く
製
造
す
る

横
手
市
雄
物
川
町
の
株
式
会
社
田
園

は
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
な
ど
の
詰
め
合
わ
せ

「
ち
ょ
い
食
べ
セ
ッ
ト
」
を
昨
年
１
月

か
ら
販
売
。
宅
飲
み
の
需
要
拡
大
を
受

け
、
自
宅
で
気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
商
品

と
し
て
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
商
品
は
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
の
ほ
か
、
ハ

ラ
ミ
の
燻
製
、
ス
モ
ー
ク
タ
ン
な
ど
の

食
肉
加
工
品
８
種
を
小
分
け
に
包
装
し

た
も
の
。
宅
飲
み
は
も
ち
ろ
ん
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

阿
部
千
賀
子
代
表
取
締
役
（
62
）

は
、
「
原
材
料
と
な
る
肉
は
県
内
ま
た

は
岩
手
県
か
ら
調
達
し
、
職
人
が
丹
精

込
め
て
製
造
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
存

料
や
着
色
料
、
膨
張
剤
は
使
用
し
て
い

な
い
。
毎
日
の
食
卓
に
安
心
で
お
い
し

い
も
の
を
お
届
け
す
る
姿
勢
で
取
り
組

　

渡
辺
勇
さ
ん
（
83
）
、
広
子
さ
ん

（
78
）
夫
妻
が
に
か
ほ
市
院
内
で
経
営

す
る
食
育
工
房
「
農
土
香
」
。
地
産
地

消
、
自
給
運
動
の
普
及
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
旬
の
野
菜
や
山
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
料
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
お
勧
め
は
、
平
成
17
年
の
オ
ー
プ
ン

当
初
か
ら
作
り
続
け
て
き
た
自
家
製
紛

の
米
粉
ピ
ザ
。
も
ち
も
ち
の
口
当
た
り

で
、
季
節
の
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
乗
っ
て

い
て
食
べ
応
え
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
の

利
用
客
か
ら
、
「
普
通
の
ピ
ザ
は
食
べ

ら
れ
な
い
が
、
こ
こ
の
米
粉
ピ
ザ
は
お

い
し
い
」
と
好
評
を
得
て
い
る
と
い
い

ま
す
。

　
昨
年
、
手
打
ち
そ
ば
を
主
体
と
し
た

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
、
米
粉
ピ
ザ
ラ
ン
チ
と

そ
ば
団
子
汁
定
食
（
と
も
に
税
込
み
千

円
）
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
勇
さ
ん

は
、
「
米
粉
ピ
ザ
は
手
打
ち
そ
ば
よ
り

ん
で
い
る
」
と
説
明
し
ま
す
。

　
地
元
の
会
社
と
い
う
認
知
度
が
低
い

た
め
、
た
く
さ
ん
の
人
に
商
品
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
阿
部
代

表
。
「
こ
れ
か
ら
常
温
保
存
の
商
品
を

開
発
し
、
多
く
の
人
の
手
に
取
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
商
品
は
、
県
内
の
ス
ー
パ
ー
、
県
南

の
道
の
駅
、
酒
の
や
ま
や
の
ほ
か
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
で
き
ま
す
。

も
手
間
が
か
か
ら
な
い
し
、
パ
ン
よ
り

も
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
に

ぎ
り
感
覚
で
食
卓
に
並
ん
で
く
れ
た
ら

米
の
消
費
に
つ
な
が
る
の
に
」
と
話
し

ま
す
。

　
広
子
さ
ん
は
、
「
年
齢
と
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
こ
れ
ま
で
通
り
に
は
い
か

な
い
が
、
感
染
対
策
を
し
て
、
農
村
の

素
晴
ら
し
さ
や
農
業
の
大
切
さ
を
発
信

し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

　
店
は
完
全
予
約
制
で
、
人
数
制
限
が

あ
り
ま
す
。
希
望
日
の
２
日
前
ま
で
に

電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

株式会社田園

食育工房「農
の ど か

土香」

ウインナーなどの詰め合わせ
「ちょい食べセット」を販売

旬の食材を使った
メニューを提供

横手市

にかほ市

ちょい食べセットは税別1,500円。冷蔵
で30日間保存できます

人気の米粉ピザランチ

商品を勧める阿部代表

農業や食育に親しんでほしいとの思いから
店をオープンした渡辺夫妻

▶住所＝にかほ市院内字ヒシカタ201－2
▶TEL＝０１８４・３６・２５０９
▶営業時間　午前11時～午後２時
▶定 休 日　火曜日・金曜日

▶TEL＝０１２０・５６・４１８６
▶ホームページURL＝
　https://den-en86.co.jp
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た
、
消
費
税
の
取
り
扱
い
は
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　
収
入
金
額
に
は
、
Ｊ
Ａ
等
で
天

引
き
さ
れ
る
出
荷
手
数
料
な
ど
の
委

託
販
売
手
数
料
を
含
め
ま
す
。

　
な
お
、
天
引
き
さ
れ
た
委
託
販
売

手
数
料
は
、
そ
の
内
容
に
応
じ
て
必

委
託
費
に
つ
い
て

Ｑ　
私
は
稲
作
農
家
で
す
。
Ｊ
Ａ
や

市
場
（
以
下
、
「
Ｊ
Ａ
等
」
）
に
出

荷
し
た
際
、
収
入
金
額
か
ら
出
荷
手

数
料
な
ど
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
場
合
の
収
入
金
額
は
天
引
き
後

の
金
額
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

要
経
費
と
し
て
計
上
し
ま
す
。
た
だ

し
、
天
引
き
さ
れ
る
各
種
金
額
の
中

に
は
、
単
な
る
積
立
金
で
、
必
要
経

費
と
は
な
ら
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

消
費
税
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
資
産
の
譲
渡
等
の
金
額
に
係
る

消
費
税
率
は
軽
減
税
率
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
等
へ
支
払
っ
た
委

託
販
売
手
数
料
等
は
、
仕
入
税
額
控

除
の
対
象
に
な
り
、
こ
れ
に
係
る
消

費
税
率
は
標
準
税
率
と
な
り
ま
す
。

　
【
参
考
】
Ｊ
Ａ
等
へ
の
資
産
の
譲

渡
等
の
金
額
か
ら
、
委
託
販
売
手
数

料
を
控
除
し
た
残
額
を
計
上
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
純
額
処
理
」
は
、
軽
減

税
率
制
度
実
施
に
伴
い
適
用
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

（
最
寄
り
の
税
務
署
の
電
話
番
号
に

お
か
け
の
う
え
、
音
声
案
内
で
１
番

を
選
択
）
に
お
尋
ね
い
た
だ
く
か
、

お
近
く
の
税
務
署
へ
ご
相
談
、
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
秋
田
南
税
務
署
）

知知
っ
ト
ク

のの
話話　知人の紹介で菌床シイタケ栽培の仕事

に就き４年目になります。ハウス２棟で
２万1,280菌床からシイタケを収穫して
います。
　栽培経験がなかったので、覚えること
がたくさんあり大変でしたが、適期収穫
と素早い作業で品質の良いシイタケにす
ることを心掛けています。
　農業は高齢化で年々、離農者が増えて
いると聞きます。同世代の女性農業者が
増え、食を支える農業が活気に満ちあふ
れるように願っています。

良品質のシイタケにしたい

菊地　春奈さん（32）
～ 八峰町 ～

キ
ラ
キ
ラ
こ
ま
ち

表 紙 の 紹 介

　美人姉妹とお母さまが
表紙を飾ってくれました。
　乳牛を７０頭ほど飼養
し、子供たちは牛の餌や
ミルクをあげる仕事を手
伝います。
　牛乳を毎朝飲んで元気
いっぱいです。

藤原　永
と あ

愛 さん（10）	 下段右

　　　幸
さち

愛
あ

 さん（8）	 中段

　　　優
ゆ き あ

希愛 さん（3）	下段左
　<湯沢市松岡の真奈美さん（写真上段）、
　　　　　　　　　孝司さん夫妻のお子さん>
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◆
横
手
市
支
所

　
農
産
課　
佐
藤
克
樹

◆
雄
勝
支
所

　
建
物
農
機
具
課　
藤
原
和
聖

◆
中
央
部
家
畜
診
療
所

　
獣
医
師　
富
樫
哲
也

　
令
和
４
年
３
月
31
日
付
で
職
員

が
退
職
し
ま
し
た
。（
関
連
６
頁
）

（　
）
内
は
旧
所
属　
※
は
再
雇
用

近
藤
正
輝
（
本
所
参
事
）
※

上
田
晴
也
（
本
所
副
参
事
）
※

湊
供
日
児
（
本
所
収
入
保
険
部
大

潟
村
担
当
部
長
）
※

菊
池
和
幸
（
本
所
家
畜
部
長
）
※

大
野
正
美
（
本
所
内
部
監
査
室
長
）

大
森
悟
（
北
鹿
支
所
支
所
長
）
※

齊
藤
武
良
（
北
鹿
支
所
次
長
兼
収

入
保
険
課
長
）
※

石
井
勝
利
（
中
央
支
所
支
所
長
）

根
新
栄
（
中
央
支
所
次
長
）

今
野
幹
雄
（
仙
北
支
所
支
所
長
）

※鈴
木
成
人
（
仙
北
支
所
次
長
兼
総

務
課
長
）
※

佐
藤
哲
司
（
横
手
市
支
所
支
所
長
）

佐
藤
勉
（
横
手
市
支
所
次
長
）

岩
井
丈
夫
（
雄
勝
支
所
支
所
長
）

※佐
藤
隆
志
（
雄
勝
支
所
家
畜
果
樹

園
芸
課
長
）
※

前号にお寄せいただいた
お便りの一部をご紹介します

　シンビジウムは大好きな花です。コロナ禍で
も奮闘して栽培している小松さんの記事に感動
しました。品種が20種類も超えるのも驚きで
す。高価な花ですが、心を癒してくれるのでこ
れからも栽培を頑張ってほしいです。買い求め
て飾りたいと思います。
� （湯沢市・藤原さん）

　三関せりは何気なく食べていましたが、出荷
までの流れを見て、商品化に向けて一本一本丁
寧に手間をかけていることに頭が下がる思いで
す。千葉さんこれからも頑張ってください。
� （秋田市・深井さん）

　セリは鍋に入れるものと思っていましたが、
根をからあげにしたり、味噌押しにしたりする
方法に驚きました。ぜひやってみたいと思いま
す。� （大館市・加賀谷さん）

からのお知らせ
　
頻
発
す
る
自
然
災
害
や
長
期
化

す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
備
え
る
た
め
、
多
く
の
農
業

者
が
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
ま

す
。

　
令
和
４
年
４
月
１
日
付
で
職
員

を
採
用
し
ま
し
た
。（
関
連
６
頁
）

◆
北
鹿
支
所

　
建
物
農
機
具
課　
安
部
尚
季

◆
北
秋
田
山
本
支
所

　
農
産
課　
永
井
丈
斗

◆
由
利
支
所

　
農
産
課　
佐
藤
尽
望

◆
仙
北
支
所

　
農
産
課　
熊
田
結
人

　
建
物
農
機
具
課　
瀬
田
川
真
也

北秋田山本支所 TEL 0185-54-5540
仙 北 支 所 TEL 0187-63-1066

北 鹿 支 所 TEL 0186-23-7401
由 利 支 所 TEL 0184-24-3301
雄 勝 支 所 TEL 0183-73-7131

本 　 　 所 TEL 018-884-5222
中 央 支 所 TEL 018-865-1701
横手市支所 TEL 0182-32-4150

NOSAIへのお問い合わせは

令和３年度収入保険加入実績
支所等 個人 法人 合計

北　　　鹿 185 32 217
北秋田山本 277 53 330
中　　　央 298 41 339
由　　　利 282 25 307
仙　　　北 233 63 296
横　手　市 276 38 314
雄　　　勝 199 35 234
（大潟村） 102 7 109
合　　　計 1,852 294 2,146

（令和４年３月31日現在）

①クイズの答え
②５月号でよかった記事や感想。ＮＯＳＡＩへの要望等（必ず）
③郵便番号　住所
④氏名　⑤年齢
⑥電話番号

0 1 0 0 0 0 1

‐
４
‐
３
通
中
市
田
秋

50

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
秋
田

　
　
　
　
企
画
情
報
課

63

【応募締切】令和４年５月23日（月）消印有効
当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。
前号の答えは「７棟」でした。

　大豆共済の加入申し込みは
何月何日まででしょう（４頁
参照）。正解者の中から抽選で
10名様に、12頁で紹介した
珈音焙煎所のドリップバッグ
コーヒーをプレゼントします。

プ レ ゼ ン ト ク イ ズ

収
入
保
険
加
入
者
増
加
中

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
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◆
発
行
／
秋
田
県
農
業
共
済
組
合
　
　
　
〒
010－0001 秋

田
県
秋
田
市
中
通
三
丁
目
４
番
50号

　
　
　
◆
電
話
／
018－884－5222

5
2022
vol.12

隠家あわい
店主　冨岡 　誠 さん

　伝統野菜や旬の食材を使っ
た料理を提供する小料理店
「隠家あわい」店主。「あき
た郷土作物研究会」会員

秋田市高陽幸町５–15
☎018–823–3251
営業時間
　17：30〜22：30
　※昼は要予約
定休日
　日曜日

至土崎

新
国
道

至秋田駅山王十字路

山王大通り 竿燈大通り

いとく新国道店●

ミロックス新国道店●

●秋田中央郵便局

●

●隠家あわい

監
修

亀之助ねぎ
　大仙市四ツ屋で栽培
されていて、甘みと柔
らかさが特徴。雪の下
で冬を越したものは特
に甘みが増します。

亀之助鴨葱スープ

 材料
亀之助ねぎ10本、生姜少々、合鴨肉ス
ライス100g、水500cc、醤油40cc、
コショウ少々

 つくり方
①�亀之助ねぎを薄く小口切り、生姜は
すりおろす。ごま油をひいた鍋で5
分ほどじっくり炒めて亀之助ねぎの
甘さを引き出す
②�合鴨肉を加えて軽く炒めて焼き色を
つける
③�水、醤油を加えて、沸いたらお椀に
盛り付けてコショウをちらす

 材料
亀之助ねぎ２～３本、ホタテの稚貝10
枚くらい、バター５g、醤油５cc、料理酒
50cc

 つくり方
①�亀之助ねぎを5cmほどの長さに切
る。フライパンを熱してバターを溶
かし、亀之助ねぎを軽く焼き目がつ
くくらいに炒める
②�ホタテの稚貝と酒を加え醤油を回し
かけ、蓋をして3分ほど蒸す
③�ホタテの旨味エキスを亀之助ねぎが
吸うので、蒸し汁ごと器に盛り付け
る

ホタテの稚貝と亀之助
ねぎの酒蒸しバター風味

 材料
牛すじ肉500g、生姜１片、ニンニク
１片、タマネギ1個、亀之助ねぎ７～
８本、焼酎500cc、醤油80cc、卵人
数分

 つくり方
①�牛すじ肉を水から茹でて一度茹でこ
ぼし、お湯で脂とアクを洗い落と
す。一口大に切り鍋に戻す
②�タマネギは薄くスライスして、ニン
ニクと生姜はすりおろす。牛すじ肉
と一緒に鍋に入れ焼酎を注ぎ、落と
し蓋をしてコトコト煮る。焦げ付か
ないよう適宜水を足しながら1時間
半くらい煮込む
③�５cmほどに切り分けた亀之助ねぎ
を加えて煮込み醤油を加え、やわら
かくなったら溶き卵をつけて食べる

牛すじ肉と亀之助ねぎ
だけのすき焼き

■10頁に関連記事

伝統野菜
をおいしく

あ き た の そ
の
十
一
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